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餅
ノ
木
か
ら
八
幡
川
右
岸
を

上
流
へ
、
未
舗
装
区
間
が
多
い

狭
い
道
を
進
む
と
、
入
口
か
ら

四
百
㍍
の
所
に
名
勝
の
保
護
区

を
示
す
石
柱
が
立
つ
。
そ
こ
ま

で
は
植
林
や
比
較
的
若
い
雑
木

林
と
な
っ
て
い
る
。
石
垣
や
地

形
の
具
合
か
ら
、
昔
は
人
家
や

田
畑
な
ど
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
、
１ 

     

    

五
十
代
女
性
が
対
象
の
水
を

テ
ー
マ
に
し
た
ツ
ア
ー
に
は
広

島
市
内
の
六
人
が
参
加
し
た
。

三
段
峡
、
龍
頭
峡
、
井
仁
地
区
、

深
山
峡
で
水
を
飲
み
比
べ
、
水

源
地
と
し
て
の
安
芸
太
田
町
を

体
感
し
た
。 

 

 

「
人
と
か
か
わ
る
自
然
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
ツ
ア
ー
に
は
、
広

１ 

               

れ
、
生
活
圏
だ
っ
た
と
窺
え
る
。 

 
 

 

  

娘
滝
が
ひ
っ
そ
り
佇
む
。
隠

士
が
愛
で
た
庭
が
遺
さ
れ
た
か

の
よ
う
で
、
名
勝
区
域
外
な
が

ら
捨
て
が
た
い
風
情
が
あ
る
。 

 

石
柱
を
過
ぎ
る
と
道
は
徐
々

に
峻
険
と
な
り
、
峡
谷
の
趣
を

１ 

     

   

島
大
学
と
広
島
文
教
大
学
の
学

生
十
人
が
参
加
し
た
。
小
林
久
哉

副
理
事
長
の
ガ
イ
ド
で
三
段
峡

を
歩
き
、
筒
賀
の
あ
り
ん
こ
農
園

で
田
舎
を
体
験
。
二
日
目
は
加
計

の
街
並
み
を
加
計
印
刷
の
大
倉

啓
司
さ
ん
ら
が
案
内
、
里
山
ガ
イ 

     
風
力
発
電
の
風
車
建
設
が
計

画
さ
れ
て
い
る
市
間
山
の
紅
葉

が
き
れ
い
だ
、
と
聞
い
た
橋
本
博

明
安
芸
太
田
町
長
が
、「
天
空
の

森
を
歩
き
た
い
」
と
、
さ
ん
け
ん

へ
相
談
し
た
の
が
き
っ
か
け
で

十
一
月
一
日
、
市
間
山
・
立
岩
山

を
歩
く
会
が
開
か
れ
た
。 

 

公
募
で
参
加
し
た
の
は
地
元

の
七
十
代
男
性
二
人
、
小
・
中
学 

    

帯
び
る
。
熊
南
峰
が
記
し
た
「
鯉

淵
」「
さ
ざ
え
岩
」
を
越
え
る
と

対
岸
に
、
清
音
を
響
か
せ
る
懸

瀑
・
出
合
滝
を
望
む
。
臥
竜
山
と

深
入
山
の
鞍
部
か
ら
流
れ
る
小

板
川
が
、
末
端
で
滝
と
な
っ
て
八

幡
川
と
「
出
合
う
」
景
勝
で
、
支

流
の
滝
と
し
て
は
最
大
を
誇
る
。 

 

南
峰
は
「
三
段
と
な
っ
て
落
ち 

  

ド
の
佐
々
木
孝
夫
さ
ん
が
「
里 

山
だ
か
ら
伝
え
ら
れ
る
こ
と
」、

フ
ォ
レ
マ
社
の
小
泉
靖
宣
さ
ん

が
「
利
益
を
出
し
な
が
ら
、
環
境

を
保
全
す
る
経
営
理
念
」
を
説

明
し
た
。 

 

今
後
、
ツ
ア
ー
結
果
や
ア
ン

ケ
ー
ト
を
分
析
し
、
町
の
観
光

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
進
め
、
参

加
す
る
地
域
業
者
へ
広
げ
る
。 

    

生
六
人
と
保
護
者
。
太
田
川
森

林
組
合
の
花
岡
和
昭
さ
ん
の
ガ

イ
ド
で
戸
河
内
田
吹
―
筒
賀
坂

原
間
を
十
二
人
が
縦
走
し
た
。

さ
ん
け
ん
会
員
の
上
野
吉
雄
さ

ん
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め

た
。
紅
葉
は
見
頃
で
、
坂
原
出
身

の
梅
田
泰
之
さ
ん
は
「
こ
の
ま

ま
の
山
を
残
し
た
い
」
と
感
慨

深
げ
だ
っ
た
。 

    

て
、
本
流
の
水
と
相
争
い
な
が

ら
南
へ
流
れ
て
去
っ
て
い
る
。

付
近
の
風
光
が
閑
雅
な
う
え

に
、
盛
夏
の
川
風
の
涼
し
さ
を

加
え
て
観
客
を
喜
ば
し
め
る
」

と
描
い
て
い
る
。 

   

十
二
月
頭
か
ら
三
月
末
ま

で
、
１ 

   

安
芸
太
田
町
の
小
中
学
生
と

さ
ん
け
ん
会
員
の
保
護
者
十
五

人
が
十
月
二
十
六
日
と
十
一
月

十
五
日
の
両
日
、
長
淵
の
ら
び

っ
と
カ
ヤ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
で
カ

ヤ
ッ
ク
を
体
験
し
た
＝
写
真
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
地
域
観
光

づ
く
り
の
一
環
。 

 

会
議
で
「
安
芸
太
田
町
は
ア

ウ
ト
ド
ア
体
験
の
入
口
に
最

適
」
と
の
意
見
が
出
た
が
、
地
元 

               

で
、
樽
床
ダ
ム
の
放
流
は
止
め

ら
れ
、
水
は
三
段
峡
正
面
口
下

の
柴
木
川
第
一
発
電
所
へ
鉄
製

の
導
水
管
な
ど
で
送
ら
れ
る
。 

 
ダ
ム
下
流
の
三
ツ
滝
や
竜
門

の
流
れ
は
痩
せ
細
る
が
、
出
合

滝
を
流
れ
落
ち
る
豊
富
な
水

が
、
三
段
滝
な
ど
下
流
の
景
勝

を
支
え
る
。 

（
松
尾 

俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

  

の
子
供
達
の
利
用
が
少
な
い
実

態
が
あ
り
、
要
因
の
検
証
を
目
的

に
実
施
し
た
。
中
学
二
年
生
の
佐 

  
 

  

広
島
の
美
味
し
い
も
の
、
気
に

な
る
モ
ノ
、
コ
ト
な
ど
を
伝
え
る

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
番
組
「
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ 

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｇ
Ｅ
」
が
十
一
月
十
三
日
、
三

段
峡
を
取
り
上
げ
た
。 

タ
イ
ト
ル
は
「
三
段
峡
野
外
博 

     

々
木
佑
太
君
は
「
三
段
峡
で
こ
ん

な
楽
し
い
体
験
が
で
き
る
と
は

知
ら
な
か
っ
た
」
と
笑
顔
だ
っ

た
。
今
後
も
、
参
加
し
や
す
い
自

然
体
験
企
画
に
取
り
組
む
。 

   

物
館
へ
行
こ
う
」。
本
宮
炎
理
事

長
、
本
宮
芳
太
郎
君
、
Ｅ
Ｐ
Ｏ
ち

ゅ
う
ご
く
の
西
村
浩
美
さ
ん
、
良

品
計
画
の
カ
ゼ
ミ
佳
織
さ
ん
、
渡

部
睦
美
さ
ん
が
魅
力
を
語
っ
た
。

放
送
は
さ
ん
け
ん
会
員
の
前
田

准
一
さ
ん
の
紹
介
で
実
現
し
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

冬
の
趣
に
な
る
が
、
今
年

は
下
旬
ま
で
観
光
客
が
訪

れ
た
。
温
暖
化
の
影
響
か
、

環
境
の
変
化
に
違
和
感
を

覚
え
た
秋
だ
っ
た
。 

「さんけん」の歩み（2019 年 11 月～2020 年 10 月） 

2019 年 11 月 太田川流域子ども交流事業リーダー講座、3年計画開始▼帝
釈峡関係者来峡、意見交換▼コケ類初調査 

１２月 良品計画が町内の空き家視察▼深入山などで鳥を見るツアー 
１月 企業・団体と新年度事業で意見交換▼「地域循環共生圏」学ぶ会 
２月 国定公園指定 50周年事業など決定▼雪山の生き物発見ツアー 
３月 「さとやま未来大賞」受賞▼グッドガバナンス認証を取得▼「自然

塾」試行イベント実施▼コケ類調査▼休眠預金助成制度不採用 
４月 新型コロナウイルス感染拡大で全事業者休業▼蘚苔類調査などイ

ベント延期▼最多の 27人探勝路清掃▼古い山道踏査 
５月 安芸太田町長選候補者ＷＥＢ討論会に協力▼コロナ禍業者大打撃

▼自然塾プログラム開発で石樋生物観察▼年次総会 
６月 コロナ緊急事態宣言解除、活動再開▼風力発電の情報収集など確

認▼歩く会で希少植物種の場所確認▼旧羅漢山で植物調査 
７月 風力発電勉強会開催、考える会立ち上げ、意見書提出▼動画作成

講座開催▼アフターコロナ事業で補助金、助成金２件採択 
 ８月 峡内で魚類調査▼沢登りツアーをテスト実施▼風力発電予定地を

縦走▼コロナ後の地域観光で初会合▼ゴマシジミ保全活動 
９月 風力発電講演会開催▼環境教育ツアー開発講座開催▼自然塾ＰＲ

動画完成▼オオサンショウウオ生息調査 
１０月 ＲＣＣラブ・グリーン賞受賞▼「岡岷山と歩く in龍頭峡」開催 
 

 
 

南
峰
と
歩
く 
 

㊵ 

出
合
滝
（
で
あ
い
だ
き
） 

■
冬
季
の
景
観
支
え
る 

■
清
音
響
か
せ
る
懸
瀑 

風
光
が
閑
雅 
盛
夏
の
川
風
に
涼
む 

   

▼
後
ろ
倒
し 

さ
ん
け
ん
新
聞 

今
年
は
台
風
の
影
響
が

少
な
く
て
葉
が
傷
ま
ず
、

十
月
に
入
っ
て
一
日
の
寒

１ 
 

一口メモ 

暖
差
が
大
き
く
な
り
、

木
々
の
色
付
き
が
例
年
に

な
く
鮮
や
か
だ
っ
た
。
い

つ
も
な
ら
十
一
月
初
旬
が

ピ
ー
ク
で
、
中
旬
に
は
初

１ 
    

女
性
と
大
学
生
が
参
加 

観
光
の
ブ
ラ
ン
ド
化
め
ざ
す 

住民と行政が 10月に組み立てた「アフターコロナの地域観光」

のモニターツアーが 11 月 22 日と 29 日、１泊２日の日程で 50

代の女性と大学生を対象に実施された。テーマは「水」と「人と

かかわる自然」。さんけんは三段峡などガイドし、食事や町内の

観光は、地域の事業者やプロジェクトメンバーが担当した。 

 

 

 

地
元
の
小
中
学
生 

カ
ヤ
ッ
ク
体
験 

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
番
組
で
三
段
峡
Ｐ
Ｒ 

アフターコロナの地域観光 １泊モニターツアー実施 

テーマ「水」「人とかかわる自然」 

歩く会 

風
車
建
設
計
画
の
市
間
山
～
立
岩
山 

紅
葉
、
美
し
い
ブ
ナ
林
満
喫 

帰
郷
し
た
佐
々
木
孝
夫
さ
ん
か

ら
里
山
の
魅
力
を
聞
く
学
生 

  

https://sanken-/

